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Joseph Bristow, Empire’s Boys ,1991）しかし児童文学というジャンルに、キプリ
ングのテキストの総体を位置付ける研究は、驚くことに皆無であった。 
 唯一の例外は 2010 年に刊行された Sue Walsh, Kipling’s Children’s Literature 
である。この研究書は 1984 年に出版されて児童文学研究に衝撃を与えた






















たものであり Just So Stories (1902、以下 JSS )がその代表である。２は短編









羊さん」や「国王陛下」(‘ His Majesty the King’)のような短編、もうひとつは、
もし自分（キプリング）がインドにとどまっていたならこのような活躍をする尐年
になったであろうという想定で書かれた「トッドの修正案」(‘ Tods’ Amendment’)


















































キムを引用している。英語で引用すると ’ Who hold Zam-Zammah,  that 












































第四章と第五章はともに Puck of Pook’s Hill (1906)（邦訳『プークが丘の妖精































（’ Dymchurch flit’）である。藤松氏はキプリングの自伝が触れている、1844 年に
出版された、イギリスの牧師による教訓的妖精譚のルーツを探索し、Chaucer か
ら１８世紀の Richard Corbet の妖精の消滅を謳った詩へたどり、さらに最終的に
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